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早島町社会福祉協議会 平成３０年度事業総括 

 

➤本会の基本理念 

お互いが支えあい  安心して  幸せに暮らせる  住みよい地域をつくります 

 

➤本会の経営理念 

本会役職員は、基本理念に則り地域福祉事業の推進と介護保険事業の充実・発展を図るとともに、安定した法人

運営に心がけてまいります。 

 

➤本会の基本姿勢 

高齢化の進展と制度の変革は本会の経営にとっても大きな課題ですが、新たな事業展開の契機として捉え、地域福祉事業

と経営基盤である介護保険事業・総合事業の相乗効果が図れる法人運営を行ってまいります。 

地域福祉事業では、「地域福祉活動計画」の９つの活動目標への取り組みを点検評価していくとともに、早島町や関係機

関と連携を密にして地域支え合い活動、生活支援サービス、担い手育成等が円滑に進むよう努めてまいります。 

介護保険事業では、３０年度からの第７期介護保険制度のもと、介護予防・日常生活支援総合事業が本格実施され、経営

上は厳しい環境になりますが、事業間の効率的連携により収支の改善に努めてまいります。新制度は公的制度と互助活動が

より密接な関係として期待されているため、車の両輪である行政と実効性のある連携を進め、利用者本位に立った良質で安

心感のあるサービスを提供してまいります。 

これらを総合的に展開していくため、社会福祉法人に求められる地域貢献、利用者の利便性向上のための環境改善、職員

の働き方改善・処遇改善に取り組むとともに、組織の適正な規律のもと役職員一人ひとりが足元を固め、信頼される法人運

営に努めてまいります。 

                  （平成３０年度事業計画書より抜粋） 
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■社協・事務局重点項目（重点目標）及び達成度 
事務局重点項目（重点目標） 達成度 

１）地域福祉活動計画に基づく福祉活動・事業の推進 

 『はやしまほっとプラン』の４年目の事業活動として、

引き続き、ゴミ出しや移動支援、買い物支援等の『住民協

働の生活支援活動』の具体的検討と試行を住民主体で進め

ます。また、次期早島町地域福祉計画方針を見据え、『第

２次はやしまほっとプラン』策定に向けた現プランの評価

作業に着手します。 

加えて、町内における社会福祉法人連携による地域貢献

を進めるべく、福祉施設との具体的連携調整を進めます。 

・町内の社会福祉法人連携に向け、各施設への打診を行ったが、

具体的な展開は、次年度への持ち越しとなった。 

・早島町からの受託事業で、「生活支援サポーター養成事業」を

開催。定員超えの受講者が集まり、福祉活動の新たな人材発掘

の機会となった。 

・『はやしまほっとプラン』に基づき、ゴミ出し等の生活支援活

動の試行に努めた。同プランの住民目線での試行検証の場とし

て、新たに町民自由参加の「（仮称）生活支援活動を考える会」

を立ち上げ。今後のより住民主体で柔軟な活動推進をし得る、

住民協働の協議の場づくりができた。        （Ｂ） 

２）総務業務の効率化と人事評価制度の見直し 

昨年度導入した人事管理システムの適切な運用や、調整

や集約に時間を要する事務処理方法の見直しやデータ処

理化を進め、総務業務の効率化を行います。 

また、制度導入後 5 年経過した人事評価制度を点検し、

現況に見合った評価シートの内容や運用方法の見直しを

行います。 

・計画人事による２名の新任職員の受入れがあったが、部署内で

の毎日ミーティングや個々の週間計画作成による情報共有と

都度の役割分担に努め、新体制での業務推進を概ね滞りなく終

えた。 

・職員体制増強を想定した事務所内の備品の入れ替えやレイア 

ウト変更を実施。事務所内に福祉活動者との打ち合わせスペー

スの確保等、業務上の機能性や来館者の利便性が向上した。 

・総務･庶務業務の効率化に向け導入した人事管理システムは、

運用に向けた様式作成やデータ入力等の下準備に時間を要し、

本格稼動は次年度へ持ち越しとなった。       （Ｂ） 

＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）  
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■介護事業部 セクション別重点項目（重点目標）及び達成度 
 介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

居

宅

介

護

支

援 

１）住民協働の生活支援活動協議への参画 

地域住民と連携した利用者の生活支援、社会参加

の促進に努めるべく、『住民協働の生活支援活動』

の協議へ参画し、現場ニーズの調整を行います。 

また、早島町の在宅介護支援の中核を担い、社会

福祉協議会に所属する介護支援専門員として、事業

所や職員がいかに社会資源としての機能を果たせる

かを模索します。 

・引き続き、早島町が行う包括ケア懇話会や個別ケア会議、介

護支援専門員の研修へ積極的に参画した。また、新たに早島

町から介護予防プラン作成事業を受託し、地域包括支援セン

ターと連携しながら、円滑な新事業の業務推進が図れた。 

・個別のケース援助について、継続して地区の民生委員や福祉

活動員等の関係づくりや情報共有に努め、ご利用者の地域で

の日常の見守りと情報共有や、事務局を介した生活支援活動

との連携、社会参加誘導を図った。          （Ｂ） 

2）職員相互での業務補完と援助相談体制の強化 
 昨年度の職員の異動や新たな業務受託の開始に伴

う体制変更後の業務をより円滑に進めるべく、新任

と中堅職員間相互の業務フォローを進めます。 

また、認知症高齢者や看取りの事例など、ご利用

者の状況の変化に合わせ、在宅介護の見極めや適切

なケアが展開できるよう、主任介護支援専門員を中

心に援助方針の相談や定期的な事例検討、援助の振

り返り評価を行える機会を確保します。 

・独居の認知症高齢者や家族関係に葛藤ある高齢者世帯等、援

助が困難なケースが複数あり、苦慮しながらも地域住民や関

係機関の協力を仰ぎ援助を進める中で、具体的な対応手段や

在宅生活の見通し立てを内部で相談共有し、個々や組織とし

ての対応力向上に努めた。 

・定年退職や事業の拡充により、３名の新任職員を迎えたが、

主任介護支援専門員や中堅職員が積極的にサポートを行い、

個別ケースの支援状況の共有や助言により、円滑な引継ぎ対

応が行えた。                   （Ｂ） 

＜運営状況総括＞ 

・要介護認定者の新規契約件数は、受託した要支援件数を除くと、前年度比３件増の５８件。契約解除件数は６２件（前

年度＋１）。職員の入替り等で新規受入れができない期間があり、月平均請求件数は８件減少し、１９６件であった。 

・契約解除件数の内訳は、２１件が永眠、入所が１９件、長期入院と軽度化（要支援）が各７件。他は転出等。 

・要支援認定者は新規に１６件受入れ。１２件が契約解除し、内４件が重度化（要介護）、他は移管、永眠。 

∴平成３０年度収支差引額：３，３８７千円（平成２９年度収支差引額：３，３８７千円） 

＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）   
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 介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

１）利用者・家族の満足度の向上 
 昨年度に引き続き、高齢者の健康及び認知機能の

維持に重要とされている｢水分補給｣｢運動｣｢口腔

ケア｣の３つに重点を置いたケアを継続すると共

に、基本的な介護技術の職場内研修と接遇につい

ての職場内評価を定期的に行ない利用者とその家

族が尊重された立場で安心して利用していただけ

る事業所を目指します。 

 

・｢水分｣｢口腔ケア｣の実施は定着したが、内容が不十分な事があ

る。｢運動｣も十分な運動量が確保できていない利用者がある。 

・職場内研修と個別の助言で介護技術の標準化を図ったが忙しい

と基本がおろそかになる事があった。 

・今年度は重度、末期、精神疾患などの利用者があり、その援助

を通じ、介護のコツや疾患の基本知識の習得に繫がった。 

・アンケートで言葉遣いや挨拶が職員によって違うという回答が

あったが、満足度は８８％が｢満足｣１２％が｢どちらかといえ

ば満足｣という結果であった。            （A） 

２）働き易い職場環境の整備 
 職員一人一人の強みを活かした業務分担と、記録

や計画書作成等事務作業に当たる職員を固定化す

る事で日々の作業の効率化と記録の正確性の向上

を図ります。また、併せて介護事業支援ソフトの

導入の検討を行ないます。作業の効率化で生まれ

た時間は季節行事等のイベントや次月の創作物の

準備に当て、それぞれの準備期間を長めに設ける

ことで職員の負担感の軽減を図り働き易い職場を

目指します。 

・記録担当と運動、レク担当に業務を分担し、記録の正確性は上

がったが、記録担当職員が利用者との会話時間が持てない、創

作準備の時間が確保できないという問題が新たに発生した。 

・分担制を中止し個別記録の書式を一部変更し活動内容の記入漏

れの解消とわずかだが記録時間の短縮を図った。 

・介護事務支援ソフトは今年度検討を重ね次年度から導入の予定

である。 

・イベントや創作物の準備期間を長めに設ける事は年度途中から

重度者の複数利用が発生し援助に人手が必要となった為実施

出来なかった。                  （B） 

＜運営状況総括＞ 

・通所介護と総合事業対象者をあわせた１日あたりの平均利用者数は２６．７人（前年度比▲３．２人）。 

・退職を希望する職員が複数名あった事と、複数の利用者が重症化しマンツーマンの援助が必要となった事で人員に余

裕が無くなり、新規利用者の受け入れを抑制した為利用者数が大幅に減少した。 

∴平成３０年度収支差引額：３，１９３千円（平成２９年度収支差引額：３，１９３千円） 

 ＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）   
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  介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

1）訪問介護に関わる様々な情報の取得と共有 
専門知識を深めるため、また視野を広げる為にも

常勤職員が外部研修に参加し、ヘルパー全体で情報

の共有を図ります。これからも強みである地域性を

活かした綿密な連携、迅速な対応によって、より安

心した在宅生活が送れる様支援いたします。 

・サービス提供責任者研修に参加し、今後の介護の動向の情報

を得て、内部研修でも情報の共有を図ることができた。また、

訪問介護計画書の演習に参加し専門性を高めることができ

た。しかし、介護技術や今後求められる看取り等の専門的な

研鑽は出来ず、引き続きの課題となった。 

・他セクション等と連携し柔軟かつ迅速な対応を行い、ご利用

者及びご家族に信頼され安心していただけた。     （B） 

2)双方の安全・安心を配慮した環境づくり 
ご利用者に安全そして安心したサービスの提供が

出来ると共に、職員も安心してサービスの提供が出

来るよう介護技術の確認や環境を整えていきます。

そしてご利用者に満足していただけるよう、また職

員も働きやすい職場になるよう努めてまいります。 

・一部マニュアルの見直しを行い、緊急時の対応などの重要な

ものはヘルパー全員に改めて説明し配布した。見直しが行な

えていないものについては引き続き行っていく必要がある。 

・安全に介助ができるよう訪問先で危険な箇所を確認し、改善

策を担当ヘルパーにもご家族にも提案し環境を整えた。また、

判断に迷う案件を県民局へ確認し、考え方の根拠や注意事項

などをヘルパー全員に伝えると共に、ご利用者及びご家族に

も伝え理解してもらい双方に安心していただけた。   （B）                               

〈運営状況総括〉 

・今年度は新規契約が 25 件あったが、中止･死亡･入所された方が 23 件あった。昨年度に比べ訪問回数が要介護、要

支援合わせて 776 回の減少という結果になった。要支援利用者の緩和サービスへの移行や、要介護利用者の入所や

死亡が例年より多かったことにより大幅な減収となった。 

・障がい福祉サービスは移動支援の増加はなく、居宅支援は 1 件終了、1 件中止となったが、今年度より介護職員処

遇改善加算(Ⅱ)を取得したため昨年並みの収入となった。 

・昨年に引き続き介護保険外サービス事業では定期利用者に加え、急な受診対応やご家族が帰宅されるまでの見守り、

要支援利用者の生活援助の追加利用など柔軟に対応し利用者数、利用回数は昨年並みだった。 

∴平成２９年度収支差引額：▲３，２１７千円（平成２８年度収支差引額：▲３１４千円） 

＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）    
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◆平成３０年度事業実績 

Ⅰ．会務の運営 

１．役職員による法人運営 
〔１〕理事会の開催 
（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、理事会５回を開催した。 

   ・本会の事業計画および予算、事業報告及び決算報告、諸規程の制定及び改廃等の本

会の運営において重要な案件について協議した。 

（２）実施結果 

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成３０年４月２７日（金） 

／理事８名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員選任候補者の

推薦について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員会にる理事候

補者の選定について 

平成30年６月1日（金） 

／理事8名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会平成30年度一般会計

第1次補正予算（案）について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会平成２９年度事業実

績報告について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会平成２９年度一般会

計収支決算報告について 

◇報告事項 

・夏のボランティア体験事業について 

・夏季一斉友愛訪問活動について 

・我が町の暮らしの応援団について 

平成３０年９月２７日（木） 

／理事７名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員会に諮る理事

候補者の選定について 

◇平成３０年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第２次補正予算（案）について 

◇報告事項 

・平成30年度早島町いきいきサポーター養成講座（町委託

事業）について 

・夏季一斉友愛訪問活動について 

・夏のボランティア体験事業について 

・社会福祉法人による「地域における公益的な取り組み」の

計画について 

・倉敷市災害ボランティアセンターへの職員派遣状況につい

て 
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平成３０年１２月２０日（木） 

／理事９名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員給与規程の一部

を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会嘱託職員賃金規程の

一部を改正する規程について 

◇平成３０年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第３次補正予算（案）について 

◇報告事項 

・平成30年度上期決算概要について 

・いきいきサポーター養成講座の報告について 

・住民福祉活動先進地視察研修の報告について 

・福祉映画会の報告について 

・年末大掃除おたすけサービスの活動状況について 

・共同募金運動の実施状況ついて 

・社協及び町福祉関係計画について 

平成３１年３月２０日（水） 

／理事１０名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇平成３０年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第４次補正予算（案）について 

◇ふれあいいきいきサロン活動助成金交付要綱の制定につ

いて 

◇平成３１年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業計

画（案）について 

◇平成３１年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計当初予算（案）について 

◇報告事項 

・共同募金実績報告について 

・基金の状況について 

・倉敷市災害ボランティアセンターについて 

・その他 

 

〔２〕評議員会の開催 
（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、評議員会４回を開催した。 

   ・本会の事業計画および予算、事業報告及び決算報告、諸規程の制定及び改廃等の本

会の運営において重要な案件について協議した。 

（２）実施結果 

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成30年６月19日（火） 

／評議員２１名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会平成３０年度社会福

一般会計第１次補正予算（案）について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会平成29年度事業実績

報告について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会平成29年度一般会計

収支決算報告について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会理事の選任について 

◇報告事項 
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・夏のボランティア体験事業について 

・夏季一斉友愛訪問活動について 

・暮らしの応援団について 

 

平成３０年１０月４日（木） 

／１７名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員会に諮る理事

候補者の選定について 

◇平成３０年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第２次補正予算（案）について 

◇報告事項 

・平成30年度早島町いきいきサポーター養成講座（町委託

事業）について 

・夏季一斉友愛訪問活動について 

・夏のボランティア体験事業について 

・社会福祉法人による「地域における公益的な取り組み」の

計画について 

・倉敷市災害ボランティアセンターへの職員派遣状況につい

て 

・１２／１福祉映画会について 

平成３０年１２月２１日（金） 

／１６名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員給与規程の一部

を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会嘱託職員賃金規程の

一部を改正する規程について 

◇平成３０年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第３次補正予算（案）について 

◇報告事項 

・平成30年度上期決算概要について 

・いきいきサポーター養成講座の報告について 

・住民福祉活動先進地視察研修の報告について 

・福祉映画会の報告について 

・年末大掃除おたすけサービスの活動状況について 

・共同募金運動の実施状況ついて 

・社協及び町福祉関係計画について 
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平成３１年３月２２日（金） 

／１７名（２１名） 

◇平成３０年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第４次補正予算（案）について 

◇ふれあいいきいきサロン活動助成金交付要綱の制定につ

いて 

◇平成３１年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業計

画（案）について 

◇平成３１年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計当初予算（案）について 

◇報告事項 

・共同募金実績報告について 

・基金の状況について 

・倉敷市災害ボランティアセンターについて 

・その他 

 
〔３〕評議員選任・解任委員会の開催 

（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、評議員選任・解任委員会1回を開

催した。 

・理事会において推薦された評議員候補者について審議し、選任した。 

 （２）実施結果   

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成３０年４月２７日（金） 

／委員３名 

◇評議員の選任について 

 

〔４〕内部監査の実施 

（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、監事会１回を開催した。 

   ・本会の事業実績報告書により業務執行状況の、決算書及び諸帳票により財務状況の

監査を実施し、監査報告書を作成した。 

（２）実施結果   

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成３０年５月２３日（水） 

／監事２名 

◇平成２９年度事業実績状況（報告書）の監査 

◇決算（書）及び諸帳票の監査 

 
〔５〕役員の先進地視察研修の実施  
（１）要 件 

   ・他市町村の住民主体の地区福祉活動先進地を視察し、本町における地区福祉活動の

あり方を検討する機会とするため、住民福祉関係者と合同で先進地社協（真庭市社

会福祉協議会）へ視察研修を行った。 
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 （２）実施結果 

視察日程／参加者 視察先／主な研修項目 

平成３０年１１月２６日（月） 

[参加者] 

・理 事： 7名 

・監 事： 2名 

・評議員： ９名 

・その他：５１名 

合 計：６９名 

◇真庭市社会福祉協議会 

・真庭市社会福祉協議会が推進する「地区社協」活動 

 

 
〔６〕人事管理制度の推進  
（１）要 件 

   ・平成２５年度から開始した人事管理制度の円滑な推進の為、第３者（コンサルティ

ング会社）の助言を受けながら、人事管理制度運用検討会を７回行った。 

   ・今年度より新たに各部署サブリーダーも参画し、人事管理制度の見直し作業を行っ

た。 

 （２）実施結果 

  ◇人事管理制度運用検討会（全６回） 

開催日／出席者数 協 議 事 項 

平成３０年 ６月２９日（金） 

／９名 

◇環境の変化と人事管理制度の概要 

◇目標進捗状況の協議 

平成３０年 ８月２２日（水） 

／１１名 

◇人事評価制度の見直しに関する意見交換 

◇人事評価制度の見直しのテーマ・項目の設定 

平成３０年 ９月２８日（金） 

／１１名 

◇行動評価シートの見直し 

◇人事管理制度全般の内容や運用に関する意見集約 

平成３０年１１月３０日（金） 

／１０名 

◇中間収支決算報告 

◇利用状況等実績報告 

◇目標進捗報告 

平成３０年１２月１７日（月） 

／１１名 

◇考課者研修（考課者や面接者の心得・ケーススタディー） 

 

平成３０年 ２月１８日（月） 

／５名 

◇人事評価集計結果の調整 

 

平成３０年 ３月１１日（月） 

／５名 

◇人事評価集計結果の調整 

 

 
〔７〕早島町内社会福祉法人連絡協議会設立準備会○新  
 （１）要 件 

     ・社会福祉法改定に伴い、営利目的では成り立たない社会福祉に貢献するため、特別

に認可された「社会福祉法人」の使命である地域貢献のあり方を検討する。 

・地域で必要とされる多様な福祉ニーズへ対応するため、早島町内の社会福祉法人の

連携組織の設立の準備を進めた。 
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（２）参加法人名（運営施設名） 

①社会福祉法人 戸川児童福祉会（早島保育園） 

②社会福祉法人 中野社会福祉協会（かんだ保育園・わかみや保育園） 

③社会福祉法人 敬仁会（特別養護老人ホーム白亜館・デイサービスセンター白亜） 

④社会福祉法人 早島町社会福祉協議会（事務局・居宅介護支援センター・デイサービ

スセンター・ホームヘルパーステーション）  

※「社会福祉法人 リンク」は、本部被災等の事由で今年度の参画見合わせ。 

   （３）実施結果    

開催日／出席者数／会場 協 議 事 項 

平成３０年１０月１２日（金）

／７名／オアシス早島 

◇社会福祉法人連携の趣旨と県内の取り組み状況について 

◇「早島町社会福祉法人連絡協議会」設立準備会の規約につ

いて 

◇法人間の情報交換と今後の展開について 

◇ 

平成３０年１１月２２日（木）

／８名／特別養護老人ホーム白

亜館 

◇社会福祉法人 敬仁会の取り組む事業について 

◇『現況報告書』の｢地域における公益的な取組｣欄への記載

について 

◇地域貢献活動への取り組みに向けての事前調査結果につい

て 

◇法人間の情報交換と今後の展開について 

 

平成３１年 ２月２１日（木）

／７名／オアシス早島 

◇社会福祉法人 早島町社会福祉協議会の取り組む事業につ

いて 

◇各法人での対応困難事例について      

◇地域貢献活動への取り組みに向けて 

 

Ⅱ．地域福祉事業 

１．広報事業活動の推進 
〔１〕社協だより発行の発行 
（１） 要 件 

・町民に対する社協活動や住民福祉活動等の情報提供手段として、広報誌「はやしま

社協だより」を年４回発行。 

（２）発行実績 

◇第１０９号（夏 号） 平成３０年 ６月下旬発行（５，０００部） 

◇第１１０号（秋 号） 平成３０年１０月下旬発行（５，０００部） 

◇第１１１号（新春号） 平成３０年１２月下旬発行（５，０００部） 

◇第１１２号（春 号） 平成３１年 ３月下旬発行（５，０００部） 
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〔２〕ホームページによる福祉情報の発信 
（１）要 件 

・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、町内の福祉活動や本会の事業活動を

ホームページにより効果的に発信した。 

・町内の福祉活動や本会の事業活動を Facebookによりリアルタイムに発信した。 

（２） 実施結果 

  ○Facebook年間投稿記事数  

発信部署 発信件数（前年度比） 

事務局 ５５件（３７件） 

居宅介護支援センター １８件（１１件） 

デイサービスセンター １件（▲５件） 

ホームヘルパーステーション ０件（▲４件） 

合 計 ７４件（３９件） 

 

〔３〕地域福祉活動計画の推進状況の周知 
 （１）要 件 

     ・地域住民や福祉関係団体・機関への地域福祉活動計画（ほっとプラン）内容の周知

や活動参画を求めることを目的に計画内容や進捗状況の説明を行う。 

   （２）実施結果      

開催日 行事名／場所 

平成３０年 ６月１３日（水） 早島町シルバー人材センター就労開拓委員会／ 

早島町シルバー人材センター 

平成３０年 ６月２８日（木） 早島町福祉活動員協議会定例会／オアシス早島 

平成３０年 ９月２１日（金） 早島町民生児童委員協議会定例会／早島町役場 

平成３０年１０月２４日（水） 早島町包括ケア懇話会／早島町役場 

平成３０年１１月１６日（金） 早島町支え合い協議体／早島町役場 

平成３１年 ２月２１日（木） 早島町社会福祉法人連絡協議会設立準備会／ 

オアシス早島 

 

〔４〕早島の匠ミニギャラリーの開催 
（１）要 件 

・地域福祉センターオアシス早島１階ロビーを活用し、町内住民やグループによるミ

ニ作品展を開催し、一般住民の来館促進を図り、本会の各種地域福祉事業の周知を

行う。 

（２）開催実績 

区分 ジャンル 作者（出展者） 作品展示期間 

個人 掛軸 蜂谷 賢一 平成３０年 ５月１６日～ ６月１５日 

個人 写真 大森  肇 平成３０年 ８月 ７日～ ９月 ６日 

個人 竹細工 信山  安 平成３０年１０月２３日～１１月２２日 

団体 手芸品他 障害者作品展 平成３０年１１月２８日～１２月１７日 

団体 絵画 早島児童作品展（MOA美術館） 平成３０年１２月 ３日～１２月１５日 

個人 木工品 松内 総典 平成３１年 ２月 １日～ ２月２８日 
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２．会費・寄付・募金の収受 

〔１〕住民会員・会費の募集 
 （１）要 件 

     ・社会福祉に関心を有し、本会の趣旨・事業に賛同した個人又は団体等の会員を募る

ものである。本年度の結果は下記のとおりとなった。 

（２）実施結果 

区  分 会員数 口 数 金  額 

賛助会費・個人（一口１，０００円） ０人 ０口 ０円 

合  計 ０人 ０口 ０円 

 
〔２〕一般寄付等の受納 
 （１）要 件 

     ・一般寄付・満中陰志を受納し、その寄附金を地域福祉推進のための事業を実施する

ほほえみ基金事業の原資となる基金へ積立てを行った。 

 （２）寄付金実績 

区  分 件  数 金  額 

一般寄付 ６件 ２５，２５０円 

満中陰志 １５件 ３５０，０００円 

合  計 ２１件 ３７５，２５０円 

 
 
〔３〕共同募金運動（赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金）の推進 

（※岡山県共同募金会早島町共同募金委員会事務） 
（１）要 件 

  ・地域福祉の推進という目的のもと、共同募金の役割や使い道の周知を図り、「じぶ

んの町を良くするしくみ。」をテーマに様々な募金活動による呼びかけを行う。町

民一人ひとりに対し活動を通じて「思いやりの心」掘り起こすとともに、「福祉の

まちづくり」に参加できる仕組みである。また、共同募金の適正かつ効果的な助成

や配分により、地域課題の発見や新たな支え合い構築など福祉活動を支援する。 

（２）実施結果 

  ①赤い羽根共同募金実績 

募金種別 募金額内訳 前年度比 

戸別募金 １，０２７，８６４円 ▲２５，１６５円 

街頭募金 １７，０７２円 ９，１８５円 

学校募金 １０５，４５７円 ５８，９２７円 

個人募金 ７，６００円 ▲１５，４６４円 

法人募金 ３８２，４００円 ４５，５１６円 

イベント募金 ２５，５００円 ６００円 

職域募金 １０９，２６１円 ▲４，８８９円 

その他の募金 ３２，０９２円 ▲７，２２２円 

通帳利息 6円 ２円 

 １，７０７，２５２円 ６１，４９０円 
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②歳末たすけあい募金実績 

募金種別 募金額内訳 前年度比 

戸別募金 ９４４，８８４円 ９，０８６円 

個人募金 ０円 ▲２９２円 

その他の募金 ０円 ▲９２８円 

通帳利息 １円 ０円 

 ９４４，８８４円 ７，８６６円 

③共同募金運動推進活動 

開催日 行事名 募金実績 

平成３０年 ９月１４日（金） 早島中学校街頭募金 １４，５７０円 

平成３０年１０月 ２日（火） 早島駅前街頭募金 ２，１６４円 

平成３０年１０月 ２日（火） マルナカ早島店前街頭募金 ２，０２０円 

平成３０年１１月 ４日（日） いきいき広場街頭募金 １２，８８８円 

平成３０年１１月 ４日（日） いきいき広場イベント募金 ２５，５００円 

※早島中学校街頭募金は、上記（２）の①では学校募金へ計上。 

 

３．住民参画型生活支援活動の検討 
〔１〕外出支援活動の検討 
（１）要 件 

 ・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、平成２７年度末から開始した町内の

高齢者や障がい者の社会参加の促進を目的とした外出支援活動の検討を継続実施。 

 ・福祉有償運送事業の実施状況の共有を行う。 

 ・平成２８年度から開始したサロン活動や給食サービス活動参加者の送迎活動につい

て実施状況の共有を行う。 

（２）外出支援活動検討会の開催 

開催日 主な検討事項 

平成３０年 ４月１０日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３０年 ５月 ８日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３０年 ６月１２日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３０年 ７月１０日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３０年 ８月２１日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３０年 ９月１１日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３０年１０月 ９日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３０年１１月１３日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３０年１２月１１日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３１年 １月１５日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３１年 ２月１２日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３１年 ３月１２日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

（３）サロン等送迎活動実績  

  ○実利用団体数；１１団体（サロン；６団体・給食サービス；５団体） 

  ○延べ運行回数；１９３回 

  ○延べ利用者数；９４８名 
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〔２〕生活支援活動の試行○新  
（１）要 件 

・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、今後の地区内外の支え合い活動のあ

り方を住民主体で試行検証する場として、「（仮称）生活支援活動を考える会」を

「暮らしの応援カフェ」と名称変更し、継続して毎月開催する。 

・上記カフェで生活支援活動の試行活動の検討を続け、「暮らしの応援団」を組織化

し、様々な生活支援活動を行う。 

（２）生活支援活動実績 

  ○定期活動     

支援内容 実件数 延べ件数 実活動者数 延べ活動者数 備 考 

ゴミ出し ５件 １５６件 ２名 １５６名 可燃物 

○不定期活動     

支援内容 実件数 延べ件数 実活動者数 延べ活動者数 備 考 

電球取替え ３件 ３件 ４名 ５名 電灯･照明器具含む 

付き添い支援 ２件 ４件 ２名 ４名 買い物･病院 

家屋内整理 ４件 ５件 １０名 １０名 可燃･不燃物･資源物 

家屋等修繕 ５件 ６件 ７名 １４名 屋根･壁･車庫･立て簾等 

合 計 １４件 １８件 ２３名 ３３名  

 
〔３〕いきいきサポーター養成講座の実施【早島町受託事業】 

（１） 要 件 

   ・町内施設や集いの場でのボランティアや介護予防活動を行う「早島町いきいきサポ 

ーターポイント制度」への登録要件となる要請講座を開講。 

（２） 研修期間 

平成３０年１１月１５日（木）～１１月２８日（水）／研修時間数１０時間 

開催日 内 容 時 間 

平成３０年 

１１月１５日（木） 

開校式・オリエンテーション 

２時間  
早島町の高齢者の現状と介護保険 

町内の福祉活動の現状 

生活支援サポーター活動の意義 

１１月１５日（木） 高齢者を理解する①「高齢者に多い疾患と対応」 ２時間 

１１月２８日（火） 

地域でのサポーターの役割～100歳体操など～ 

 ２時間 

  

施設でのサポーターの役割～デイサービスの見学など～ 

町内の福祉活動の現状 

閉校式 

合  計／６時間 

（３）受講者数 

    ８名（新規６名） 
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〔４〕暮らしの応援カフェの開催○新  
（１）要 件 

・ゴミ出しや買い物等の町民同士の支え合いの活動について、「はやしまほっ 

とプラン」の指針の検証と試行を住民目線で行いながら、現実的な生活支援 

活動を模索する茶話会を開催する。 

   ・「（仮称）生活支援活動を考える会」から「暮らしの応援カフェ」に名称変 

更し、原則として毎月１０日に開催。 

 （２）茶話会開催実績 

開催日 主な検討事項 

平成３０年 ４月１０日（火） ・試行活動報告、茶話会運営検討 等 

平成３０年 ５月１０日（木） ・試行活動報告・募集、活動名称検討、日曜大工活動紹介 等 

平成３０年 ６月 ８日（金） ・試行活動報告・募集、会の運営検討、独居団体活動紹介 等 

平成３０年 ７月１０日（火） ・試行活動報告・募集、活動対象検討、ワンコイン活動紹介 等 

平成３０年 ８月１０日（金） ・試行活動報告・募集、活動対価検討、被災地支援活動紹介 等 

平成３０年 ９月１０日（月） ・試行活動報告・募集、活動広報検討、絵手紙活動紹介 等 

平成３０年１０月１０日（水） ・試行活動報告・募集、活動状況検討、大掃除活動紹介 等 

平成３０年１１月 ９日（金） ・試行活動報告・募集、会の運営検討、独居団体活動紹介 等 

平成３０年１２月１０日（月） ・試行活動報告・募集、会の運営検討、独居団体活動紹介 等 

平成３１年 １月１０日（木） ・試行活動報告・募集、会則検討、視察研修報告 等 

平成３１年 ２月 ８日（金） ・試行活動報告・募集、会則・活動登録シート検討 等 

平成３１年 ３月 ８日（金） ・試行活動報告・募集、会則検討、年間活動の振り返り 等 

（３）参加者数 

実参加者数３６名（延べ参加者数２３２名） 
 
４．福祉活動員活動の支援 
〔１〕福祉活動員協議会活動の支援 
 （１）要 件 

・各自治会町内会から選出された「福祉活動員」８３名で組織する「福祉活動員協議

会」の事務局として、福祉活動員の活動支援を行った。 

・定例会を全体研修月以外に７回開催。各地区の福祉活動員の活動状況確認や見守り

新鮮情報の回覧依頼、ボランティア活動への協力呼びかけを行った。また、援助活

動に役立つ福祉知識や手法の提供を目的としたミニ講座を引き続き開催した。 

・地域包括ケア推進に向け、その主要な立場に有る介護支援専門員と民生委員との意

見交換の場を設けた。 

 （２）定例会等開催実績 

開催日  主な内容等（研修テーマ） 

平成３０年 ４月２６日（木） 総会 活動計画・予算の確認、役員の選任 

平成３０年 ５月２４日（金） 定例会 民生委員との意見交換（福祉マップ作成等） 

熱中症予防について 

平成３０年 ６月～ 実践活動 夏季一斉友愛訪問活動（７０歳以上高齢者） 

平成３０年 ６月２８日（金） 定例会 はやしまほっとプランの進捗状況について 

平成３０年 ７月２６日（木） 定例会 サロンで活かせるレクリエーション 
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平成３０年 ８月２３日（木） 定例会 高齢者を地域で支える場面 

平成３０年 ９月２０日（木） 定例会 身近な介護技術 

平成３０年１０月１２日（水） 交流会 グラウンドゴルフ交流会 

平成３０年１１月２６日（月） 視察研修 真庭市社会福祉協議会の活動視察 

平成３０年１２月３日～１４日 実践活動 年末大掃除活動（７５歳以上高齢者世帯等） 

平成３１年 １月２４日（木） 定例会 日常の活動を振り返ろう！ 

平成３１年 ２月２８日（木） 全体研修 救命措置の概要、胸部圧迫法・AED操作法 

平成３１年 ３月１９日（木） 定例会 次年度活動計画の協議、引き継ぎ内容確認等 

 

５．地区福祉活動の推進 
〔１〕高齢者給食サービス活動の推進 

（１）要 件 

  ・独居や高齢者世帯、障がい者等を対象として、給食ボランティアグループがバラン

スのとれた食事とふれあい交流の場を提供する。 

  ・食材費等の助成や、活動を支援するためのアドバイスを行う。 

  ・食中毒の防止を目的に、研修会の実施や食品衛生管理指導（チェック表の運用、衛

生用品の支給）を継続して行う。 

（２）活動実績 

団体名 利用者数 提供者数 延実施回数 延利用者数 延提供者数 

クローバー １３ ５ ２１ １８２ １０５ 

コスモス ３１ １２ ２２ ４１８ ２１１ 

スプリング １９ ７ １８ ２６７ １０７ 

たんぽぽ １９ ９ １１ １５３ ８５ 

マスカット ２０ ６ １１ １７６ ６４ 

ひまわり会 １７ ６ １１ １８４ ６６ 

スマイル若宮 ３１ ２８ ２２ ５２０ ２１３ 

市場撫子の会 ２０ ８ １１ １７６ ８４ 

合計：８団体 １９０ ８１ １２７ ２，０７６ ９３５ 

（３）連絡会等開催実績 

連絡会名 給食ボランティア連絡協議会（食品衛生研修） 

開催年月日 平成３０年８月３０日（木） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階調理実習室 

参加者 ２２名（８グループ） 

内 容 ・「キッチンの衛生管理とおそうじ」 

株式会社 ダスキン 常務取締役 谷岡 且三 氏 

          ビジネスサービスエリアマネージャー 

                本田 達也 氏 

・事務連絡（助成金手続き、衛生用品の配布等について説明） 

 
 
 
 



 

18 

〔２〕ふれあい･いきいきサロン活動の推進 
 （１）要 件  

・気軽にふれあい交流や仲間づくりができる場を提供する活動の支援を行う。 

・毎月1回開催の場合は年間２万円、隔月開催の場合は年間１万円、奨励金を交付。 

・新たに下野地区のサロン活動の立ち上げを支援する。 

・従来登録団体の内、２団体が活動縮小に伴い登録から外れる。 

（２）サロン活動団体（合計２３団体） 

サロン名 開催場所 
対象 
地域 

延べ 
利用 
者数 

延べ
協力 
者数 

実施 
回数 

活動内容 

四つ葉会前潟 前潟公民館 
前 潟 ・ 
下 前 潟 

163 145 12 
茶話会、季節行事、体操、
遊び、講話等 

しゃべろうかい 宮崎公民館 宮 崎 105 23 12 
茶話会、運動、創作活動、
遊び、催し等  

中山ふれあいサロン 
さつき会 

中山集会所 中 山 172 45 11 
茶話会、運動、季節行事、
遊び、講話、催し等 

いきいきサロン市場 さつき荘 市 場 155 82 11 茶話会、遊び、運動、催し 

弁天井戸端喫茶 
弁才天 
公民館 

弁 才 天 84 55 11 
茶話会、歌、季節行事、 
講話等 

サロン・ひだまり 
備南台 
公民館 

備 南 台 528 166 12 
茶話会、遊び、小旅行、 
部会活動 

なしず会 無津公民館 無 津 92 3 11 
茶話会、運動、季節行事、
奉仕活動等 

日笠山さくら会 
日笠山 
公民館 

日 笠 山 163 59 6 
茶話会、季節行事、講話、
催し等 

喫茶とよく 頓行公民館 頓 行 182 87 11 
茶話会、遊び、季節行事、
講話、創作活動等 

いきいきサロン三軒地 
三軒地 
公民館 

三 軒 地 115 31 13 
茶話会、創作活動、講話、
催し等 

塩津いきいきサロン 塩津公民館 塩 津 189 57 12 茶話会、催し、季節行事等 

サロン市場健康促進の会 
床田遊園地 
市場公民館 

市 場 102 36 19 
茶話会、運動、催し、講話 
季節行事等 

いきいきサロン久々原 
久々原 
公民館 

久 々 原 71 18 6 
茶話会、運動、季節行事、
催し、創作活動 

片田ふれあいサロン 片田公民館 片 田 150 52 10 茶話会、運動、講話等 

舟本コミュニケーション
クラブ 

ｵｱｼｽ早島 舟 本 41 12 4 
体操、講話、ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ麻
雀等 

喜楽亭 大谷荘 若 宮 446 265 10 
遊び、運動、講話、軽食喫
茶、催し 

ふれあいサロン噂島 噂島公民館 噂 島 154 59 12 茶話会、体操、講話等 

金田いきいきサロンにじ 
西コミュニ
ティハウス 

金 田 201 55 11 
茶話会、遊び、催し、講話、 
小旅行等 

長津・畑岡ほっとサロン いぶき荘 
長津・ 
畑岡 

205 84 11 
茶話会、運動、創作活動、
催し等 

イトーピア早島サロン 
イトーピア
集会所 

イトー
ピア 

184 23 12 
茶話会、運動、遊び、 
季節行事等 

サロン矢尾 矢尾公民館 矢尾 362 84 10 
茶話会、運動、講話、遊び、 
季節行事等 

ニュー早島 
にこにこサロン 

ニュー 
早島荘 

N早島 184 113 11 茶話会、遊び、催し等 

下野のんびり友の会 下野公民館 下 野     

合 計 ／ 延べ利用者数 ４，０４８人 ／ 延べ協力者数１，５５４人／ 実施回数２３８回 
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（３）連絡会（研修会）開催実績 

 ①第１回／ふれあい・いきいきサロン研修会 

開催年月日 平成３０年１０月２９日（月） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 ３３名（１７グループ） 

内 容 ・話題提供１｢塩津地区の交流活動とサロン活動｣ 

・話題提供２「子育て世代との交流活動について」 

・意見交換「サロン活動を通じた世代間交流」 

②第２回／ふれあい・いきいきサロン研修会 

開催年月日 平成３１年３月１３日（水） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 ２４名（１３グループ） 

内 容 ・講話｢『笑顔』は人のためならず｣ 

株式会社笑い総研 研究員 宮地 勇 氏 

・意見交換「地域住民同士での交流活動に必要なこと」 

・事務連絡（新助成金制度） 

（４）奨励金交付実績 

    ４２０，０００円（２１団体）  

 
〔３〕夏季一斉友愛訪問活動の実施 
（１）要 件 

  ・７０歳以上の方が居住する世帯及び年齢や同居の有無を問わず声かけが必要な要援

護者を対象に、熱中症予防啓発と地域との関係づくりを目的に、民生委員･福祉活

動員の協力を得て、全地区一斉の友愛訪問を行う。 

 （２）活動実績 

開催年月日 平成３０年５月２４日（木）から６月２５日（月） 

訪問対象者数 ２，５２１人／２８地区  ※平成３０年４月１日時点で７０歳以上の方 

訪問活動者数 民生委員２１名、福祉活動員８３名 

世帯実態概要 独居３４１名（世帯）、夫婦７９３名（約３９６世帯） 

見守りの必要性 必要２３２名、不要２，２８９名 

 
〔４〕年末大掃除おたすけサービスの実施 
（１）要 件 

  ・７５歳以上の高齢者世帯の方、または障がい者世帯の方へおたすけ員を派遣し、年

末大掃除の負担軽減を図った。おたすけ員としては、民生委員･福祉活動員･地域の

ボランティア等多くの住民の方々に広く協力を求めた。 

 （２）活動実績 

開催年月日 平成３０年１２月３日（月）から１２月１４日（金） 

サービス実施世帯数 ３５世帯（高齢者世帯３３件、障がい者２件） 

おたすけ員協力者数 ４６名 

おたすけ員協力者 

内訳 

民生委員１１名、福祉活動員２５名、とんかち１名、暮らしの応援

団３名、ボランティア１名、社協登録ヘルパー１名、社協職員４名 
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〔５〕地区福祉活動の支援 
（１）要 件 

  ・地区会合へ参加し、地区住民協働で自治会単位での福祉活動の活性化やあり方を検

討した。また、その福祉活動の検討や活動に対し、助成を行った。 

 （２）活動実績（１地区） 

   ①片田自治会（助成額５万円） 

   ・福祉部会の開催（６月・１月） ・夏休み子どもサロンの開催（７～８月）  

・新年もちつき会の開催（２月） 

 

 

６．福祉啓発（教育）の推進 
〔１〕夏のボランティア体験事業 
 （１）要 件 

  ・夏季休暇期間を活用して、学生（中学・高校・大学等）や地域住民の方を対象に、町

内の福祉（教育）施設やボランティア団体の方々に、体験希望者の受入れの協力をい

ただき実施。体験終了後に、体験の振り返りを目的とした事後研修会を実施した。 

 （２）実施結果 

   ①事前説明会 

開催年月日 平成３０年７月１４日（土） 

開催場所 早島中学校ランチルーム 

内 容 ① ボランティア活動  

岡山市立岡山後楽館高等学校 教頭 室 貴由輝 氏 

②ボランティア体験における心構え･注意事項の説明 

参加者 ２１０名  

＜参加者内訳＞ 

体験希望者１８６名、受入施設・団体関係者１６名、中学校職員１名、 

社協職員６名、講師１名 

②ボランティア体験期間 

体験期間 平成３０年７月２０日（金）から８月２０日（月） ※夏季休暇期間 

受入団体 １６機関･団体（実受入：１６機関･団体数） 

協力団体 ＜福祉（教育）施設＞ 計１１機関 

 早島幼稚園／早島保育園／かんだ保育園／わかみや保育園／早島児童館／ 

早島町地域活動支援センター／早島町デイサービスセンター／特別養護老

人ホーム白亜館／早島町生涯学習課／岡山県立早島支援学校／早島町社会

福祉協議会 

＜ボランティア団体＞ 計５団体 

早島いぐさ手話サークル／早島要約筆記サークル‘ぺんしる’／パソボラ

はやしま／はやしま朗読ボランティア福来朗／はやしま本だいすきの会 

体験者数 ２４４名 

＜体験者内訳＞ 

中学生１８２名、高校５９名、大学生２名 

体験案内校 １４校 
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＜中学校＞ 計１校 

早島中学校 

＜高等学校＞ 計１１校 

岡山県立倉敷天城高等学校／岡山県立倉敷青陵高等学校／岡山県立倉敷中

央高等学校／岡山県立倉敷南高等学校／岡山県立倉敷古城池高等学校／岡

山県立倉敷工業高等学校／岡山県立水島工業高等学校／岡山県立倉敷商業

高等学校／倉敷翠松高等学校（私立）／倉敷高等学校（私立）／ノートル

ダム清心学園・清心女子高等学校（私立） 

＜短期大学・大学＞ 計２校 

川崎医療福祉大学、中国学園大学・中国短期大学 

③事後研修会 

開催年月日 平成３０年８月２２日（水） 

開催場所 早島中学校ランチルーム 

内 容 体験の振り返り（グループワーク） 

参加者 １６０名  

＜参加者内訳＞ 

体験者１４５名、受入施設･団体関係者７名、中学校職員１名、倉敷高校職員

１名、社協職員６名 

 
〔２〕福祉教育への協力支援 
（１）要 件 

  ・早島小学校から要請を受け、早島支援学校生徒との交流に向け、その導入として４

年生を対象に体験教室を実施した。 

（２）実施結果 

 ①出前車イス体験教室 

開催年月日 平成３０年６月１１日（月） 

開催場所 早島小学校体育館 

内 容 車イスの基本操作の説明や体験 

参加者 小学４年生１２７名、小学校教員４名、社協職員４名 

 
〔３〕コミュニケーション麻雀普及事業 
（１）要件 

・多人数が楽しめ仲間づくりや介護予防活動に役立つ『コミュニケーション麻雀』の

普及と新たな地域活動参加者（普及員）発掘を目的に月２回『コミュニケーション

麻雀を楽しむ会』（２４回・３８３名参加）を開催した。 

・依頼のあった団体（６団体・９１名参加）へ普及員の派遣を行った。 

・倉敷市で活動する『コミコミ麻雀を広める会』と交流、情報交換を行った。 

（２）実施結果 

 普及行事名等 参加者数 備 考 

４月 楽しむ会（２回） ３３名 定例会 

５月 楽しむ会（２回） ３２名 定例会 

６月 楽しむ会（２回） ３１名 定例会 

片田ふれあいサロン ２０名 ふれあいいきいきサロン 
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７月 楽しむ会（２回） ３２名 定例会 

中山ふれあいサロンさつき会 １１名 ふれあいいきいきサロン 

８月 楽しむ会（２回） ３２名 定例会 

９月 楽しむ会（２回） ３２名 定例会 

ブロンズクラブ ３０名 町内の福祉当事者団体 

１０月 楽しむ会（２回） ３２名 定例会 

１１月 楽しむ会（２回） ３１名 定例会 

いきいきサロン久々原 １１名 ふれあいいきいきサロン 

早島町身体障がい者福祉協会 ９名 町内の福祉当事者団体 

舟本コミュニケーションクラブ １０名 ふれあいいきいきサロン 

１２月 楽しむ会（２回） ３４名 定例会 

１月 楽しむ会（２回） ３６名 定例会 

２月 楽しむ会（２回） ３１名 定例会 

コミュニケーション麻雀交流会 ３３名 倉敷市の普及団体 

３月 楽しむ会（２回） ２７名 定例会 

 

〔４〕障がい者作品展の開催 
（１）要 件 

・福祉映画会の開催に合わせ､障がい者の方の作品展を開催し､町民に対し､障がい者

福祉への理解を深める機会とした。 

（２）実施結果   

開催年月日 平成３０年１１月２８日（金）から１２月１７日（日） 

開催場所 早島町地域福祉センター 

主  催 早島町社会福祉協議会 

共  催 早島町身体障がい者福祉協会､早島町地域活動支援センター､早島つばさの

会､ほのぼの会､喜楽会 

出展者数 ３９名（４４作品） 

 
〔５〕福祉映画会の開催 
（１）要 件 

・住民協働での個別ケアや福祉活動の活性化へ向けた機運をより高めていく機会とし

て、福祉や介護・医療等の幅広い関連分野をテーマとした映画会を開催した。 

（２）実施結果 

開催年月日 平成３０年１２月１日（土） 

開催場所 早島町町民総合会館「ゆるびの舎」文化ホール 

主  催 早島町社会福祉協議会 

共  催 早島町 

協力団体 早島いぐさ手話サークル､はやしま朗読ボランティアグループ福来朗､早島要

約筆記サークル‘ぺんしる’､パソボラはやしま､絵手紙ボランティアやまび

こ､日曜大工ボランティアとんかち､コミュニケーション麻雀を広める会､運

転ボランティアくるりん､給食ボランティア（クローバー･コスモス･スプリン

グ･たんぽぽ･マスカット･ひまわり会･スマイル若宮･市場撫子の会）､ふれあ
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い・いきいきサロングループ（２５グループ）､わが町の暮らしの応援団、早

島町民生児童委員協議会､早島町福祉活動員協議会､特別非営利活動法人ふれ

あいネットはやしま､早島町婦人会､早島保護司会、早島町更生保護女性会 

映 画 名 「ペコロスの母に会いに行く」（認知症介護） 

観 客 数 ４２９名（入場整理券４２１枚、当日発行整理券８枚） 

アンケート回収数（３０２名） 

 
７．ボランティア活動の推進 

〔１〕ボランティア活動保険の加入支援 
 （１）要 件 

   ・ボランティア活動する方が安心して活動できるよう、事故やけが、賠償責任等につ

いて補償するボランティア活動保険（実施主体：全国社会福祉協議会、受付窓口：

市町村社協）の加入促進を図る。 

 （２）加入者数計：７１９名 

   ◇団体加入：４１３名（２６団体） 

   ◇個人加入：３０７名 ※夏のボランティア体験活動者数を含む 

 
〔２〕福祉ボランティアグループ活動の支援 
（１）要 件 

   ・福祉ボランティア団体への活動支援と活動費助成を行った。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１５１，５００円（６団体） 

    ①パソボラはやしま､②早島要約筆記サークル‘ぺんしる’ ､③はやしま朗読ボラン

ティア福来朗､④絵手紙ボランティアやまびこ､⑤日曜大工ボランティアとんかち､

⑥運転ボランティアくるりん 

 
〔３〕ボランティア活動に関する相談・調整 

（１）要 件 

・町内の在宅生活者やボランティア団体、各種機関や組織、団体から要請を受け、年間

を通じて、福祉ボランティア等の人材調整を行う。 

（２）調整件数 

  ○個人相談（個人の生活を支援する人材の協力要請） 

相談者 依頼事項等 調整内容 調整件数 

単身世帯（独居者） 
ゴミ出し・買い物の付き
添い・家屋の修繕 

暮らしの応援団員の 
派遣調整 

９件 

高齢者世帯 ゴミ出し・電球の取替え 
暮らしの応援団員の 
派遣調整 

６件 

若年層と同居又は近隣 
居住世帯 

家屋内外整理作業・立て
簾設置・家屋の修繕 

暮らしの応援団員の 
派遣調整 

３件 

合 計 １８件 
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○団体相談（団体や組織活動を支援する人材や作業の協力要請） 

相談元（団体） 行事名、依頼事項等 調整内容 調整件数 

早島小学校 授業への協力 車いす体験の指導 １件 

県立早島支援学校 授業への協力 
朗読ボランティアの 

派遣調整 
８件 

南岡山医療センター 
つくし病棟での 

本の読み聞かせ 

朗読ボランティアの 

派遣調整 
１１件 

町内グループホーム プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
１件 

地区老人クラブ プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
１件 

地区サロン活動 

グループ 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
 ３１件 

送迎調整協力 
運転ボランティアの 

派遣調整 
 ６０件 

地区給食ボランティア 

グループ 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
２件 

送迎調整協力 
運転ボランティアの 

派遣調整 
 １６６件 

福祉当事者グループ プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
２件 

合 計 ２８３件 

※本会デイサービスセンターが調整をした件数は除く。通所介護事業（Ｐ.３２）参照。 

 

〔４〕ボランティア調整機能等の検討 
（１）要 件 

・町内の福祉施設や事業所でのボランティア受入等の調整のあり方について、施設や

事業所との情報交換や検討を進め、町内のボランティアニーズに対する円滑な調整

（ボランティアコーディネート）ができるよう下地づくりを行う。 

（２）実施結果 

   ・町内施設や集いの場でのボランティアや介護予防活動を行う早島町からの「早島町

いきいきサポーターポイント制度」の運用受託の開始が送れ、未実施。 

 

※倉敷市災害ボランティアセンターへの職員派遣※ 
（１）要 件 

・西日本豪雨災害により被災した倉敷市真備町の被災家屋の復旧作業を行う同センタ

ーの受付等業務支援を行う。 

（２）実施期間（派遣日数） 

  平成３０年７月１１日（水）から平成３１年３月２４日（日）まで（内２０９日間） 

（３）派遣職員数 

   ・実派遣職員数２７名（全部署） ・延べ派遣職員数３３２名 

 
 
 



 

25 

８．福祉団体活動の支援 
〔１〕福祉当事者団体の支援 
（１）要 件 

   ・当事者団体への活動支援と活動費助成を行った。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：３９０，３３６円（３団体） 

①早島町身体障がい者福祉協会、②早島つばさの会（知的障がい者の親の会）、  

③ブロンズクラブ（独居高齢者の会） 

 

〔２〕福祉団体の支援 
（１）要 件 

   ・福祉団体への活動支援と活動費助成を行った。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１７２，０００円（２団体） 

①早島保護司会、②早島町更生保護女性会 

 
 
９．在宅福祉サービス事業の実施 
〔１〕福祉有償運送事業の実施 
 （１）要 件 

   ・要介護高齢者や障がいある方のうち、自力で公共交通機関を利用できない方を対象

に、有償（タクシー料金の概ね半額）で、ご自宅から目的地までの送迎外出支援を

「福祉車両」によりを行う。 

・運行毎次の使用車両の運行前点検と登録運転手の体調確認及びドライブレコーダー

による実際の運行映像を活用し、月次の安全運転指導や研修を行った。 

 （２）利用状況等実施結果 

◆実利用者数   ２３人（前年度比＋８人） 

◆延べ運行回数  ７０回（前年比▲１８回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 運行回数 利用料収入（円） 

４月 ２人 ５回 ６，１７８円 

５月 ３人 ６回 ５，８６２円 

６月 ５人 ８回 ７，４７０円 

７月 ４人 ７回 ６，６６２円 

８月 ２人 ３回 １，３１４円 

９月 ５人 ５回 ６，１８２円 

１０月 ７人 １４回 １４，６１４円 

１１月 ３人 ５回 ３，８１２円 

１２月 ３人 ３回 ３，１２８円 

１月 ２人 ６回 ７，１２８円 

２月 ４人 ５回 ４，２４８円 

３月 ２人 ３回 ４，１５４円 

合 計 ４２人 ７０回 ７０，７５２円 
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〔２〕福祉用具貸出サービスの実施 

（１）要 件 

・介護が必要な状態にある方への介護用具の貸し出しを行う。介護認定を受け、介護

保険サービス内で利用できる方は、対象外とする。 

・下記品目の寄贈を受ける。 

シルバーカー１台（個人）、シャワーチェアー１台（個人） 

・例年どおり旅行等の一時的な外出、受診目的での車イスの短期貸出が多かった。 

（２）利用実績 

  ①実利用者数 

   ４３名（前年度比±０名） ※別に２団体へ貸出。   

②貸出品目と件数 

介護用具名 貸出件数 

車いす ７９件 

リクライニング車いす  ３件 

スロープ  １０件 

ポータブルトイレ  ２７件 

シルバーカー ０件 

点滴スタンド １件 

吸引器 １件 

シャワーチェアー １件 

浴槽台 １件 

布担架 １件 

合 計 １２４件（前年度比＋１７件） 

 
 
１０．福祉相談及び福祉サービスの利用援助 
〔１〕生活福祉資金貸付 
（１）要 件 

・低所得者世帯の経済的自立や身体障がい者世帯の生活意欲の助長促進及び、在宅福

祉、社会参加の促進のために必要な資金を貸付けるために、生活福祉資金貸付事務

（実施主体：岡山県社会福祉協議会、受付窓口：市町村社協）を行った。 

（２）対応実績（平成３１年３月３１日現在） 

貸付資金種類 相談件数 新規貸付 貸付中 償還中 

総合支援資金  ０件 ０件 ０件 ０件 

福祉資金  ０件 ０件 ０件 ０件 

教育支援資金  ０件 ０件 ０件 １件 

不動産担保型生活資金 ０件 ０件 ０件 ０件 

※旧･離職者支援資金 - - - １件 

合 計 ０件 ０件 ０件 ２件 
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〔２〕日常生活自立支援事業 
（１）要 件 

・在宅で生活しており、自分の判断で福祉サービスの利用や日常的な金銭管理を適切

に行うことが困難な方をサポートする本事業（実施主体：岡山県社会福祉協議会）

の相談業務を行った。 

（２）対応実績（平成３１年３月３１日現在） 

援助区分 相談件数 新規契約 継続援助中 契約解除 

認知症高齢者 ０件 ０件 ０件 ０件 

その他の障がい者 ２件 ２件 ３件 ０件 

 

１１．地域福祉センターの運営管理 

〔１〕施設利用の促進 
 （１）要 件 

   ・町内の地域福祉活動拠点として、福祉関係者を中心にセンター内の施設（４部屋、

開放フロア）の貸し出しと管理運営を行った。 

 （２）団体利用実績 

施設名 利用回数 利用人数 平均利用人数 

ボランティア室  ８６回 ４９１人 ５．７人 

調理実習室 ４４回 ８７３人 １９．８人 

会議室 １４５回 ３，３５５人 ２３．１人 

プレイルーム １５２回 １，６０３人 １０．5人 

開放フロア ２９回 １０８人 ３．７人 

（３）個人利用実績（プレイルームのみ） 

  ◆延べ利用者数：７８８人（小学生のみ） 

   

〔２〕備品･用具の貸出 
（１）要 件 

   ・町内の地域福祉活動の活性化のため、福祉活動に役立つ備品･用具の貸出しを行った。 

 （２）利用実績 

援助区分 合 計 福祉関係団体 行政関係団体 その他 

レクリエーション用具 ３８件 ３８件 ０件 ０件 

機材 １９件 １７件 ２件 ０件 

その他 ８件 ６件 ２件 ０件 

 
〔３〕施設改修の実施 
（１）要 件 

   ・老朽化する施設内の空調設備や調理室の調理機器の取り替え、ゴミステーションの

扉の取り替え等を行った。また、会議室にプロジェクターの設置を行った。 

（２）改修実績 

  ①設備修繕 

  ・空調設備の修繕（４機）  ・ゴミステーション扉の取り替え 

  ・調理室調理機器の取り替え（ガス調理台４台、ＩＨクッキングヒーター２台） 
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  ②施設改造 

  ・会議室へのプロジェクターの設置         

   

Ⅲ．介護サービス事業 

１．居宅介護支援事業 
〔１〕介護保険-居宅介護支援事業の実施 
 （１）要 件 

   ・利用契約を結んだ要介護状態の方に対し、ご本人やご家族の意思を尊重しながら、

介護・保健・医療・福祉サービスを適切に利用することができるよう、個別の居宅

サービス計画の作成や事業者等との調整を行った。 

・サービス利用以外の時間帯にも安心した在宅生活が過ごせるよう、介護保険制度以

外にも民生委員･福祉活動員との個別に情報共有を行うとともに、住民による生活支

援活動試行への積極的な誘導を図った。 

・ご利用者の要望に応じ、ご利用者を主役とするサロンを開催した。 

 （２）利用状況等実施結果 

◆年間新規契約利用者：５３件（前年度比▲５件）  

◆年間契約解除利用者：６６件（前年度比＋８件）  

◆月間平均請求件数：１９０件（前年度比▲６件）   

（３）利用状況及び収入の推移 

サービス月 件 数 収 入（円） 

４月 １９２件 ３，０１３，５１０円 

５月 １８９件 ２．９６８．５７０円 

６月 １８９件 ２．９５６．９７０円 

７月 １９１件 ３，０１２．５８０円 

８月 １９０件 ２．９８４．４００円 

９月 １９４件 ３，０２４．５７０円 

１０月 １９６件 ３，０６１．４３０円 

１１月 １９２件 ３．００６．８１０円 

１２月 １８９件 ２，９５５．８７０円 

１月 １９２件 ３．０２６．１１０円 

２月 １８８件 ２，９４３．８９０円 

３月 １８０件 ２，８０８．５５０円 

合 計 ２，２８２件 ３５，７６３，２６０円 

   

〔２〕介護保険-介護予防居宅介護支援事業の実施【早島町受託事業】 
 （１）要 件 

   ・利用契約を結んだ要支援状態の方に対し、ご本人やご家族の意思を尊重しながら、

介護予防・保健・医療・福祉サービスを適切に利用することができるよう、個別の

介護予防支援サービス計画の作成や事業者等との調整を行った。 
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 （２）利用状況等実施結果 

◆年間新規契約利用者：１６件（前年度比▲３３件） 

◆年間契約解除利用者：１２件（前年度比＋５件） 

◆月間平均請求件数：４０.３件（前年度比▲４.２件） 

（３）利用状況及び収入の推移 

サービス月 件 数 収 入（円） 

４月 ３７件 １５９，１００円 

５月 ３６件 １５４，８００円 

６月 ４０件 １７２，０００円 

７月 ３８件 １６３，３４０円 

８月 ４０件 １７２，０００円 

９月 ４３件 １８４，９００円 

１０月 ４３件 １８４，９００円 

１１月 ４１件 １７６，３００円 

１２月 ４２件 １８０，６００円 

１月 ４２件 １８０，６００円 

２月 ４１件 １７６，３００円 

３月 ４１件 １７６，３００円 

合 計 ４８４件 ２，０８１，１４０円 

  ※本事業担当介護支援専門員の人件費を町受託金で受けており、本事業収入は、国民

健康保険団体連合会から早島町へ給付される。 
 
２．通所介護事業 
〔１〕介護保険-通所介護事業の実施 
 （１）要 件 

   ・通所介護サービスの利用により、介護が必要な高齢者の身心の機能の悪化を防止す

るとともに、利用者が以前と変わらず自宅で生活でき、趣味活動や人との交流のあ

る生活を維持できるよう支援する。 

・介護をしている家族の心身の負担を軽減する。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：６人（前年度比▲１人） 

◆年間延べ利用者数：７，８０９人（前年度比▲４９５人） 

（３）利用状況及び収入の推移（要介護１～５の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 
実利用 

者数 
延利用者数 

１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２５日 ５７名 ６４４名 ２５．７名 ５，０８９，０２０円 

５月 ２７日 ５９名 ７０２名 ２６．０名 ５，６４３，２３０円 

６月 ２６日 ６０名 ６７１名 ２５．８名 ５，５８３，０２０円 

７月 ２５日 ６０名 ６５０名 ２６．０名 ５，４２２，２４０円 

８月 ２７日 ５９名 ７３１名 ２７．０名 ５，７９１，８５０円 

９月 ２５日 ５７名 ６４６名 ２５．８名 ５，３９９，３３０円 

１０月 ２７日 ５８名 ７１０名 ２６．２名 ５，８３２，５００円 
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１１月 ２６日 ５６名 ６７５名 ２５．９名 ５，４８５，３８０円 

１２月 ２４日 ５７名 ６１６名 ２５．６名 ５，１６４，３８０円 

１月 ２４日 ５９名 ５７６名 ２４．０名 ４，８２０，６８０円 

２月 ２４日 ５４名 ５７１名 ２３．７名 ４，７１０，１９０円 

３月 ２６日 ５５名 ６１８名 ２３．７名 ４，９７９，４３０円 

合 計 ３０６日 ６９１名 ７，８０９名 ２５．５名 ６３，９２１，２５０円 

※１日平均人数は、小数点第２位以下切捨て。 

 

〔２〕介護予防・日常生活支援総合事業の実施  
（１）要 件 

   ・介護予防･日常生活支援総合事業対象者に対して、利用者が要介護状態になることを

予防し、心身ともに自立した生活を維持できるよう支援する。 

・高齢者を支える家族の生活を支援する。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   １人（前年度比 ＋１人）  

◆年間延べ利用者数：３６５人（前年度比 ＋１７６人） 

（３）利用状況及び収入の推移（要支援１～２の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 
実利用 

者数 
延利用者数 

１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２５日 ５名 ３２名 １．２名 １７６，５６０円 

５月 ２７日 ４名 ２８名 １．０名 １３６，０８０円 

６月 ２６日 ４名 ２６名 １．０名 １３７，４９０円 

７月 ２５日 ４名 ２６名 １．０名 １３７，４９０円 

８月 ２７日 ４名 ３１名 １．１名 １３７，４９０円 

９月 ２５日 ５名 ３３名 １．３名 １７４，２１０円 

１０月 ２７日 ５名 ３６名 １．３名 １７６，５６０円 

１１月 ２６日 ５名 ３７名 １．４名 １７６，５６０円 

１２月 ２４日 ５名 ３３名 １．３名 １７６，５６０円 

１月 ２４日 ４名 ２７名 １．１名 １３７，４９０円 

２月 ２４日 ４名 ２６名 １．０名 １３７，４９０円 

３月 ２６日 ４名 ３０名 １．１名 １３７，４９０円 

合 計 ３０６日 ５３名 ３６５名 １．１名 １８４１４７０円 

※１日平均人数は、小数点第２位以下切捨て。 

 
〔３〕介護保険外サービス事業の実施  
（１）要 件 

・利用登録者を対象に、社会参加の促進と生き甲斐づくりを目的に、介護保険外の事

業として年１回の日帰り旅行を実施した。 
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（２）活動実績 

  ①日帰り旅行 

開催年月日 平成３０年１０月２８日（日） 

行き先 閑谷学校、和気鵜飼谷温泉、備前海の駅 

参加者 利用者２７名・家族５名・ボランティア８名・職員２０名 

②保険外デイサービス（一時帰宅中の交流や要支援者の入浴） 

利用者 なし 

 
〔４〕ボランティア協力（受入） 
 （１）要 件 

・演芸ボランティアを始め、季節行事や日常的プログラム支援としてボランティア受

け入れをし、デイサービスで過ごす時間の充実を図る。 

・ボランティア受入により、住民と利用者との交流の場としての役割を担う。 

・ボランティア活動を希望する住民や学生を受け入れ活動の場を提供する。 

 （２）実施結果 

新規協力は団体２、個人１。 

◇ボランティア来館数           

プログラム提供 行事補助 

   （延べ人数） 

ボランティア体験 

 （延べ人数） 月 個人活動 団体数 

４月 ３名 ５団体   

５月 ２名 ４団体   

６月 ３名 ３団体   

７月 ２名 ４団体 夏祭り（９人） 夏ボラ（１０人） 

８月 １名 ３団体  夏ボラ（６人） 

９月 １名 ９団体   

10月 ２名 ４団体 日帰旅行（８人）  

11月 ２名 ３団体   

12月 ３名 ４団体   

１月 ２名 ５団体   

２月 ２名 ５団体   

３月 ２名 ４団体 餅つき（３５人）  

合計 ２５名 ４５団体 ５２人 １６人 

  

◇個人ボランティアの活動内容（有償の活動は除く） 

活動内容 活動人数 

アコーディオン演奏  １名 

将棋相手 １名 

話し相手 １名 

レクリエーション・体操補助 １名 

整髪・配膳・お茶だし等の補助 １名 

季節のイベント補助・利用者の付き添い 複数名 
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◇団体ボランティアの活動内容（有償の活動団体は除く） 

団体名 活動内容（今年度活動回数） 

伊つき座 芝居（１回） 

絵手紙ボランティアやまびこ 絵手紙教室の開催（４回） 

暮らしの応援団◎ 餅つき補助（４日間） 

コーラスフルール コーラス（１回） 

じゃがいもの会 歌と踊り（１回） 

多聞会 餅つき大会の物品借用（１回） 

ダンディボーイズと歌姫たち コーラス（２回） 

日本訪問歯科協会 原歯科医院 お口の健康相談会（４日間） 

ねねの会             三味線演奏と歌（１回） 

野の花の会 創作案提供 

早島オカリナ倶楽部 オカリナ演奏（１回） 

はやしま本だいすきの会 朗読会（１回） 

早島要約筆記サークル‘ぺんしる’  OHPを使った俳句の紹介（１２回） 

はやしま朗読ボランティア福来朗 朗読（１３回）  

行事補助（４日間） 

備前鳴子屋  うらじゃ踊り（１回） 

百鬼会 節分に鬼装束で来館（１回） 

邦楽集団彩響 和太鼓･三味線演奏（１回） 

ほのぼの会 踊りと歌（６回） 

日曜大工ボランティアとんかち 餅つき補助（４日間） 

運転ボランティアくるりん  餅つき補助（４日間） 

舞民踊同好会 踊りと歌（２回） 

マーラプア・ビギナーズクラブ フラダンス（１回） 

モイス合唱団◎ 合唱（２回） 

若竹会・早島日本舞踊子供教室 踊り（１回） 

若宮OB有志一座◎ フラダンス・傘踊り（２回） 

   ※◎は新規協力団体 

 
３．訪問介護事業 
〔１〕介護保険-訪問介護事業の実施 
 （１）要 件 

   ・要介護状態になっても、利用者の望む暮らしができるよう、訪問により心身の状況

に応じた身体介護（入浴、排泄、食事の援助等）や生活援助（調理、掃除、買い物

等）、日常生活全般の援助を行った。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：     １7件（昨年度比＋3件） 

◆年間延べ利用者数：  509人（昨年度比▲42名） 

◆年間延べ訪問回数：5,893回（昨年度比▲222回） 

 （３）利用状況及び収入の推移（要介護１～５の利用者） 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 ４１名 ４６４回 410.25時間 1,503,900円 

５月 ４３名 ５９１回 505.51時間 1,770,580円 
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６月 ４５名 ５７８回 489.50時間 1,869,870円 

７月 ４４名 ５４５回 483.20時間 1,652,700円 

８月 ４５名 ５２８回 461.26時間 1,732,250円 

９月 ４３名 ４５０回 388.06時間 1,447,950円 

１０月 ４４名 ５５４回 478.49時間 1,673,890円 

１１月 ４２名 ４８３回 420.50時間 1,497,020円 

１２月 ４２名 ４５４回 391.00時間 1,379,160円 

１月 ４３名 ４２６回 356.90時間 1,334,510円 

２月 ３９名 ３９４回 321.00時間 1,260,910円 

３月 ３８名 ４２６回 351.75時間 1,382,250円 

合 計 ５０９名 ５，８９３ ５,057.42時間 18,504,990円 

 
 

〔２〕介護予防・日常生活支援総合事業の実施 
  （１）要 件 

   ・介護予防･日常生活支援総合事業対象者を対象に、自立に向けた生活機能の向上を目

的とした支援を行った。 

（２）利用者状況等実施結果 

◆年間新規利用者：  4件（昨年度比 ▲14件） 

◆年間延べ利用者数：167名（昨年度比 ＋５４名） 

◆年間延べ訪問回数：1,11３回（昨年度比 ＋５４０回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 １４名 ７９回 68.65時間 279,470円 

５月 １２名 ７１回 61.76.時間 225,121円 

６月 １２名 ７４回 67.75時間 235,650円 

７月 １４名 ９０回 77.25時間 297,670円 

８月 １４名 ８６回 74.85時間 293,450円 

９月 １４名 ９６回 84.30児間 353,450円 

１０月 １５名 １０１回 88.45時間 326,620円 

１１月 １３名 １１１回 101.00時間 304,280円 

１２月 １５名 ９６回 87.50時間 355,740円 

１月 １５名 １０５回 95.00時間 361,790円 

２月 １４名 ９３回 84.25時間 340,610円 

３月 １５名 １１１回 101.00時間 381,350円 

合 計 １６７名 1,113回 991.76時間 3,755,201円 
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〔３〕介護保険外サービス事業の実施 
  （１）要 件 

   ・介護保険制度適用外で、日常生活に援助が必要とする方に、介護保険制度を同様の

サービス（家事援助、身体介護）に加え、制度では行えないサービス（見守りを兼

ねた話し相手等）を行い、安心して日常生活を営む事が出来るよう援助を行った。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   7件（昨年度比▲2件） 

◆年間延べ利用者数： 82名（昨年度比▲11名） 

◆年間延べ訪問回数：２17回（昨年度比▲18回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 6名 １３回 12.5時間 34,243円 

５月 5名 １７回 15.5時間 38,302円 

６月 ７名 ２５回 23.0時間 60,907円 

７月 10名 ２８回 24.0時間 61,182円 

８月 7名 １９回 14.5時間 38,676円 

９月 7名 １５回 13.0時間 32,450円 

１０月 7名 １７回 14.5児間 36,036円 

１１月 7名 １５回 15.0時間 36,729円 

１２月 6名 １６回 14.5時間 35,816円 

１月 8名 １８回 16.0時間 41,877円 

２月 ７名 ２１回 20.5時間 52,195円 

３月 5名 １３回 11.5時間 28,677円 

合 計 ８２名 ２１７回 194.5時間 497,090円 

 

〔４〕障がい者総合支援-居宅介護事業の実施 
（１）要 件 

   ・総合支援法の趣旨に沿って、住み慣れた地域で安心して自立した日常生活ができる

よう、障がいの特性・心身の状態に配慮しながら身体介護・家事援助・通院介助等

の日常生活全般の援助を行った。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   0件（昨年度比▲3件） 

◆年間延べ利用者数： ８4名（昨年度比▲１名） 

◆年間延べ訪問回数：７46回（昨年度比▲23回） 

 （３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 
実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入 

身体 知的 精神 合計 

４月 8名 ８０回 12.75 48.00 19.25 73.00 250,050円 

５月 7名 ６６回 11.00 45.25 18.50 74.75 231,720円 

６月 7名 ６３回 14.75 43.00 12.00 69.75 226,180円 

７月 7名 ６１回 15.75 42.00 13.00 70.75 222,530円 

８月 7名 ６４回 14.00 44.50 13.75 72.25 231,990円 
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９月 ６名 ５０回 11.75 40.50 3.00 55.25 189,260円 

１０月 ７名 ６３回 13.75 44.50 11.00 69.25 226,940円 

１１月 7名 ６１回 12.00 46.00 13.00 71.00 226,590円 

１２月 7名 ６１回 17.75 42.00 10.05 70.25 218,170円 

１月 7名 ５５回 11.25 42.00 11.50 64.75 205,390円 

２月 7名 ６０回 15.00 42.50 11.50 69.00 217,410円 

３月 7名 ６２回 13.75 38.00 11.75 63.50 238,140円 

合 計 8４名 746回 163.50 518.25 148.30 823.50 2,684,370円 

 
〔５〕障がい者総合支援-移動支援事業（外出支援）の実施 

（１）要 件 

   ・総合支援法の趣旨に沿って、住み慣れた地域で自分らしく生活するために、安全に

外出できるよう障がいの特性・心身の状態に配慮しながら移動（外出）支援を行っ

た。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   ０名（昨年度比  0名） 

◆年間延べ利用者数： ２5名（昨年度比▲ 3名） 

◆年間延べ訪問回数：208回（昨年度比＋11回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 
実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入 

身体 知的 精神 合計 

４月 2名 １５回 22.5 － － 22.5 33,750円 

５月 2名 ２０回 30.0 － － 30.0 45,000円 

６月 ２名 ３５回 35.0 － － 35.0 52,500円 

７月 2名 １８回 30.5 － － 30.5 46,500円 

８月 ２名 １３回 21.5 － － 21.5 32,250円 

９月 ２名 １４回 22.0 － － 22.0 33,000円 

１０月 ２名 １７回 32.0 － － 32.0 48,000円 

１１月 ２名 １６回 21.0 － － 21.0 44,250円 

１２月 ２名 １５回 23.0 － － 23.0 34,500円 

１月 ２名 １４回 21.0 － － 21.0 31,500円 

２月 ２名 １４回 22.5 － － 22.5 33,750円 

３月 ３名 １７回 27.5 － － 27.5 43,750円 

合 計 ２5名 ２０８回 308.5 － － 308.5 478,750円 

 
 

 


